
項目 座長 発表時間 新分類 発表順番 旧分類 演者 演題名

A1 1 A1 北岡　恵美
地域の訪問看護ステーションと連携し，在宅ケアを行った十二指腸悪性腫瘍（GIST:消

化管間質腫瘍）末期患者様の１例

A2 2 A1 白神　かおり 地域の訪問看護ステーションと連携し，在宅ケアを行った肺癌末期患者様の１例

A3 3 D2 内　幸恵
急性期病院一般病棟における終末期がん患者の退院支援～在宅看取りを実現できた

事例から学んだこと～

A4 4 E7 牛尾　和幸 事務職・介護職としての看取り

A5 1 E1 森本　広子
乳癌末期「家で死にたい」と病院から許可なく自己判断で退院、孤立したA氏と娘への支

援

A6 2 E1 西尾　雅代 癌終末期を２か所の療養場所で過ごした看取りに寄り添って

A7 3 A1 栗原　真紀 有料老人ホームと連携して緩和ケアを行った終末期胆嚢管癌の一例

A8 4 E2 飯田　邦夫 緩和ケア病棟ではなく介護施設での最期を希望された膵腫瘍の一例

A9 1 E2 中村　瞳 認知症高齢者グループホームで看取りを行うにあたっての取り組み

A10 2 E2 前田　淳子 特別養護老人ホームにおいて、入居者ご家族と共に創る看取りの文化

A11 4 E2 杉本　みぎわ 映画「ケアニン」自主上映会の事前勉強会を通して考える施設看取りの課題（その１）

A12 5 E2 杉本　みぎわ 映画「ケアニン」自主上映会の事前勉強会を通して考える施設看取りの課題（その２）

A13 1 E5 計良　亜矢 高齢在宅医の想いを繋ぎ「最期まで家にいたい」をささえる取り組み

A14 2 E2 中島　優子 介護施設における看護職・介護職の連携に関する認識-終末期での援助の関わりから-

A15 3 E1 阿南　多美恵 在宅看取りとならなかった症例についての考察

A16 4 E5 河崎　美幸 看取り支援のこれから～在宅看取りにこだわらなくていいじゃないか！？～

A17 5 H3 山中　郁子 外来・在宅の共立こそ原点　～真のかかりつけ機能を果たすために～

A18 1 E1 大里　裕美 在宅死希望者が病院死となった要因を家庭内の条件から探る

A19 2 L 小枝　淳一 青森市における在宅緩和ケアと救急医療 －看取りの場面を中心に－

A20 3 E5 松岡　泰夫 平成29年度の神戸市と番町診療所の在宅看取り

A21 4 E1 山際　健太郎 看取られなかった在宅死-在宅医と警察医の経験から-

Ａ22 5 Ｈ1 松田　良信 緩和ケア病棟を退院後5時間で在宅看取りとなった事例
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B1 1 H1 菅野　千恵子 退院支援看護の質向上に向けたリンクナース会の取り組みの評価

B2 2 H2 丹野　美樹
外来通院中の終末期肺癌患者の在宅支援介入について～介入タイミングへの後ろ向き

検討～

B3 3 F7orH7 叶野　明子
「訪問看護サービス提供体制整備事業（担い手創出等事業）」の学びから　急性期病

院での退院支援を考える

B4 4 H1 赤木　郁子
ホスピス病棟から在宅に移行した終末期がん患者の事例―事例を振り返り、在宅への移

行を可能にした要因を検討するー

B5 1 H1 小沢　真生
緩和ケア病棟から在宅看取りへ向けての退院支援～退院後訪問指導を通じて多職種連

携した一事例～

B6 2 E5 太田　緑 緩和ケア認定看護師が挑む訪問看護ステーションの起業と地域における挑戦

B7 3 F7 渡辺　邦彦 地域包括ケアシステムを活用した在宅看取りの実践

B8 4 WS1 池垣　淳一 がん拠点連携病院ができる地域支援

B9 5 C7 鈴木　聡 地域医療連携を進めるための医師への緩和ケア教育の工夫

B10 1 G2 藤田　敦子 オレンジお寺カフェ滝不動の実践－船橋在宅医療ひまわりネットワークとの協働を通して－

B11 2 E5 神谷　紀子 地域で支える独居・がん末期の在宅支援～地域支援体制から見える今後の課題～

B12 3 F6 濱田　志麻子
無床診療所スタッフが地域に関わることで生まれる可能性　クリニックでの井戸端会議をとり

もどそう

B13 4 C5 壹丁　絵美 高齢がん患者の在宅療養支援：地域包括ケアの1例

B14 5 F5 郷　晃 『見守り隊』の活動でいつまでも地域で暮らし続けるために

B20 5 G2 紺田　光二 認知症カフェ「喫茶いこい」の取り組み～憩い　来い　来い　みんな来い～

B15 1 F1 宮田　貴大 地域ケア会議を通して考える終末期のケア

B16 2 F1 橋本　みさ子 安心できる地域ケアを考える市民への啓蒙活動報告　「輝いていきる」地域劇の取り組み

B17 3 F7 八森　淳 地域が動く、地域診断版見える事例検討会

B18 4 B8 峯林　由梨佳
機能維持に必要な身体活動量の検討～在宅健常高齢者と在宅脳卒中患者のLSAの

カットオフ値の比較より～

B19 5 B1 中俣　恵美
サービス付き高齢者専用賃貸住宅における身体活動量は担保されるのか？～在宅高齢

者の身体活動量との比較より～
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C1 1 C1 野元　由美
医療的ケアが必要なNICU入院児の在宅移行支援における訪問看護師の活動に関する

研究

C2 2 E1 上田　素子
子どもの「お家に帰りたい」を叶えるために―小児がん患者の終末期在宅緩和ケア体制の

充実を目指す取り組み

C3 3 A5 才津　知尋 医療的ケアが必要な方々のケアマネジメントを考える～Aさんの事例から～

C4 4 A5 山田　温美
小児在宅看護師の思い～長期に渡り小児在宅看護に携わってきた看護師の語りの分析

～

C5 1 B6 山口　雅子 『テーリー・ガーター』における愛児を喪った母の詩

C6 2 B6 岩野　みのり 子を亡くした母親に対するピアサポートの効果の検証

C7 3 A5 橋本　久美子 みなさんのかわいい！おしゃれ！こういうものが欲しかった！をカタチにしたい。

C8 4 L 白神　晃子 要医ケア児との防災アクションリサーチ：日常生活の改善に向けて

D1 1 I2 髙松　友香 当院の在宅歯科訪問診療における食支援への管理栄養士の介入について

D2 2 I2 奥田　沙織 当院の歯科訪問診療における高齢者に対する食支援について

D3 3 I2 新保　和 当院の超高齢者に対する食支援について

D4 4 H5 北田　真智子 訪問看護ステーションとかかりつけ薬局が連携して対応する在宅医療

D5 5 H5 佐藤　彰紘 かかりつけ薬剤師から居宅療養管理指導へつながった1例

D6 6 H5 串田　一樹 かかりつけ薬局と地域包括ケアシステム

E1 1 C1 坂東　伸幸 在宅における気管カニューレのトラブルに対して耳鼻咽喉科での対処法

E2 2 A1 山口　明浩 新たな内瘻化胆道ドレナージ法による在宅療養のＱＯＬの向上

E3 3 A1 姜　元美 メサドンを導入することで自宅療養が可能となった症例

E4 4 A1 塚原　喜美代 がん患者の苦痛の軽減に対するセラピューティック・ケアの有効性の検証

E5 5 A1 新藤　鐘子 緩和ケア病棟における転倒転落の要因分析
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F1 1 B8 櫻井　唯乃
在宅医療を受けている患者への音楽療法－音楽を通して家族とともに人生を振り返る思

い出づくりのひととき

F2 2 B３ 加藤　万祐子
目標応援プロジェクトの取り組み～在宅療養患者の「命の質、生活の質」の向上を目指し

て～

F3 3 A1 那須　さとみ 老年期にあるがん患者のサロン体験プロセス

F4 4 A1 船戸　崇史 リボーン洞戸（がん予防滞在型リトリート）とは

F5 1 WS6 森田　敬史
人生の最終段階における宗教者の役割～ターミナルケア施設における仏教者としての実

践経験を通して～

F6 2 WS6 山本　成樹 人生の最終段階における宗教者の役割

F7 3 C6 中原　登世子 在宅ホスピスにおける宗教者によるこころのケアの意義

F8 4 C5 大下　大圓 医療者と臨床宗教師の合同による死生観・スピリチュアルケア学習会の報告

F9 1 G5 平田　繭美 心を紡ぐ関係性―ひと匙の食事ケアからの報告

F10 2 B8 星原　美保子 移動写真館

F11 3 A1 小林　由佳 乳がん患者さんのためのお下着について

F12 4 L わたなべ　ふみこ 求められる産後ケア～母親と暮らしを支える産後ドゥーラ

G1 1 A3 二ノ坂　建史
ALS患者の在宅生活と終末期に関わって学んだこと～病状・気持ちの変化への先手の対

応～

G3 3 D1 中山　未央 患者と家族介護者間の手紙交換による、患者ADLの改善

G4 4 WS1 杉本　由紀子 Aさんの人生の物語に耳を傾けよう～いのちは誰のモノ～

G5 5 B３ 境　哲生 傾聴によるがん患者のせん妄と身体能力改善について

H1 1 C3 藤田　益伸 自由記述の分析に基づく介護施設職員の無力感に関連する要因

H2 2 A4 林　和枝 統合失調症患者のターミナルケアに対する看護師の「やり残した感覚」

H3 3 C5 久保　周平 在宅における多職種で行ったデスカンファレンスの振り返り

H4 4 D5 宮崎　陽子
看護学校のプログラム「心と体の癒し」Body＆Mind＆Spiritのバランスをとるインド式ヘッ

ド＆フット＆ハンドケア

H5 5 L 武藤　佐代子 セラピューティック・ケアによる看護・介護スタッフのストレス軽減効果の検証
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I1 1 A1 松村　美幸 壮年期の末期がんの夫を持つ妻が抱える苦悩

I2 2 B7 齋藤　真由美 心不全終末期高齢患者とその介護者の自死事例への訪問看護における一考察

I3 3 A1 長　聡子 一般病棟に入院するがん患者の死を受け入れる段階にある家族へのケアの実践状況

I4 4 B7 堀越　薫 在宅における終末期療養者の家族へのケア～看護学生のテキスト分析から～

I5 5 B7 後藤　みゆき 在宅終末期がん患者の家族に対する心理的な支援

I6 6 B7 今村　雅代 私たちの思い　～姫路ひまわりの会の大切さ～

J1 1 C1 堤　かおり ホスピス・緩和ケア病棟看護師が経験年数によって熟練する観察技術の内容

J2 2 C7 松田　哲子 Ａ病院病棟看護師と、付帯の訪問看護ステーションの同行訪問の学び

J3 3 C7 石崎　栄利子 次の世代を育てる～利用者の生活を感じ取ること～

J4 4 C7 角　大樹 看護師の緩和ケアに対する苦手意識への取り組み
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